郷東テクノフェスタ　プレイベント

平成２１年度


の開催について

産業技術センターでは、地域産業の活性化を支援するための試験研究を行うとともに、新商品や新技術の開発・普及に取り組んでいます。

今回、当センターにおける最近の試験研究（企業等との共同研究を含む。）について、次のとおり研究成果発表会を開催します。

なお、本発表会は、１１月７日（土）～８日（日）に開催する「郷東テクノフェスタ」のプレイベントとして行います。

１　日時　：　平成２１年１１月４日（水）　１３：３０～１７：１５

２　場所　：　産業技術センター　３階　会議室

（高松市郷東町５８７－１　　TEL 087-881-3175）

３　発表テーマ　：　別紙のとおり

４　参加申込・問合先（下記の申込書によりＦＡＸ等でお申込ください。）

香川県産業技術センター　Tel：087-881-3175　　FAX：087-881-0425

担当　濱田（システム技術）、佃（生産技術）、横田（材料技術）


（　別　紙　）　

香川県産業技術センター研究成果発表会カリキュラム
	時　間

担当部門
	研究テーマ

	13:30-13:35
	　産業技術センター所長あいさつ

	13:35-14:35

システム技術

部門
	(1) 3次元視覚センサを用いた布のハンドリングシステムの開発

乱雑に積み重ねられたタオルの中から１枚を取り出す３次元視覚センサーを搭載した双腕型ロボットの開発について報告する。

	
	(2) 小ギクの一斉機械収穫・調整システムの開発

収穫した切り花（小ギク）の開花程度をカメラ画像で判定し、開花程度により自動選別する方法の検討及びシステム開発について報告する。

	
	(3) 下水処理場におけるCO2削減のための脱水・ろ過装置の開発

省エネ型脱水装置及び下水処理放流水を利用した小水力発電装置、同装置によって発電した電力で駆動するろ過装置などの開発に関する取組みを紹介する。

	（休憩）
	

	14:40-16:10

生産技術
部門
	(1) 立形5軸制御マシニングセンターによる精密加工

高精度・高能率の金属加工の新技術として注目されている多軸加工について、立形５軸制御マシニングセンターを用いた加工事例を紹介する。

	
	(2) 微細金型の創成加工に関する基礎研究

微細金型加工で必要な微細領域の熱処理(焼入れ等)において、歪み等の障害が少ないパルスYAGレーザーを用いた熱処理技術についての検討結果を報告する。

	
	(3) 超音波援用による微細形状の精密切削加工技術に関する研究
微細形状材料の小径穴加工を精密に効率よく行うため、ドリルに超音波振動を付与した超音波振動切削法の適用について報告する。

	
	(4) 高張力鋼の溶接に関する研究（第１報）

高強度の鋼材を使用し、薄肉化することで鋼材使用量の低減化・原材料費の抑制が求められている。この高張力鋼の溶接技術の開発について報告する。

	
	(5) 竹／生分解性プラスチックス射出成形複合材料の引張特性

原材料をガラス繊維から天然植物繊維である竹に替えて、生分解性のある繊維強化プラスティック製品をつくるため、課題となる引張強度特性試験結果を報告する。

	
	(6) 金唐革紙の成形技術の試行

紙を漆や金銀箔で装飾した壁紙である金唐革紙の成形技術を用いて、和紙、木材等の工芸素材、漆塗り技法などとコラボレーションして行った新たな県特選品開発の試みについて報告する。

	（休憩）
	

	16:15-17:15

材料技術
部門
	(1) 流動成形におけるバイオマスの流動メカニズムの解明
竹資源の利用推進を図るため、押出成形による竹材・プラスチック複合体製品の開発に必要な技術（流動成形における流動メカニズムの応用）について検討した結果を報告する。

	
	(2) 光触媒活性酸化チタン焼結体によるレジオネラ属菌の低減（第３報）- 酸化チタン焼結体の結晶相が有機物分解能力に及ぼす影響-
水冷式空調、プール、温泉などに生息し、レジオネラ症（在郷軍人病）の原因菌であるレジオネラ属菌を、近年注目されている光触媒（酸化チタン）を使って殺菌する技術の開発について報告する。

	
	(3) 第51回分析技術共同研究（産業技術連携推進会議　知的基盤分析分科会）-無電解ニッケル-リンめっき皮膜の分析-
分析技術向上を図るため、全国の公設試験研究機関を対象とした共通試料（無電解ニッケルリンめっき被膜）による分析試験に参加し、検証した結果を報告する。

	
	(4) 表面改質の評価方法　- 接触角による基材表面の評価-
眼鏡レンズなどのコーティング処理、浴槽などの汚れを付きにくくする処理などの表面処理は非常に薄い膜であるため、これをどのように評価するかが課題となっており、その適切な評価方法について検討した結果を報告する。


香川県産業技術センター研究成果発表会参加申込書


会社名：　　　　　　　　　　　　　　　Tel：　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　


所在地：(〒　　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


参加者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　発表会参加部門（システム　生産　材料）


参加者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　発表会参加部門（システム　生産　材料）


参加者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　発表会参加部門（システム　生産　材料）


（参加者ごとに参加する部門に〇をつけてください。）








